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協力会社との強固なパートナーシップによる確かな品質の提供

2023年度の評価

協力会社との活動を通じて技術力の
継続的な向上と問題解決に取り組んでいます。

協力会社とともに

マイスター制度の活用と全国規模での協力会社とのパートナーシップの確立

労働災害撲滅を目指した労働安全衛生活動の継続的な改善、向上

　当社は、すべての現場で着工前にリスクアセスメントを実
施して、作業に潜む危険有害要因の特定とその低減措置を
決定し、工事の進捗にあわせて毎月見直しを図っています。

　当社は、中央安全衛生・健康推進委員会、事業所安全
衛生・健康推進委員会をはじめとした安全衛生管理体制
を整備しています。事業所安全衛生・健康推進委員会は、
事業所ごとに組織され、労使の代表が委員を務めていま
す。全社を統括する中央安全衛生・健康推進委員会は、社
長の指揮のもと、技術本部長が議長を務めています。

　2023 年度の労働災害発生状況は、被災者数が57人
（休業8人、不休49人）となり、前年度と比べ合計で16人
増、休業災害についても4件増となりました。
　事故の型別では、「転倒」災害が増加しました。要因を分
析すると、『危険予知不足』『不注意』『意識低下』が一番多
く、現場移動中や資機材運搬時の準備作業で発生してい
ます。再発防止策として、厚生労働省が推奨する「転倒等リ
スク評価セルフチェック票」の実施を推進しています。
　仮設足場・可搬式足場からの「墜落・転落」災害は昨年か

リスクアセスメントの実施 安全衛生管理体制

　2011年から、現場の安全で効率的な運営および品質
向上のため、協力会社の優秀な職長を確保することを目
的として、職長の公正な評価と表彰を実施しています。
　「マイスター」「優良職長」の認定のほか、登録基幹技術
者等の資格取得者に対する費用の補助や「マイスター」

「優良職長」への当社現場での勤務に対する表彰金の支
給などを行っています。
　2024年7月には、資格取得において33社47名、現
場貢献おいて136名の「マイスター」「優良職長 」が表彰
されました。また、貢献度の高い協力会社に対して「優良
協力会社 」を28社選定し、表彰しました。

ダイダンマイスター制度

　2023年12月に当社現場で従事された職長の中から
23名の優良職長を新たに選出し、最も優れていると評
価された6名を「マイスター」として認定しました。
　マイスター認定者は2024年4月現在で電工14 名、配
管工20名、ダクト工9名、冷媒配管工4 名、保温工2名の
計49名となり
ました。

マイスターを認定

　令和5年度「ダイダンマイスター」に認定していただき、
大変名誉と思うとともに、マイスターとしての責任を果た
していきたいと感じています。
　私の考える責任とは、安全、品質、工程の管理はもちろ
ん、現場に携わる一人ひとりが働きやすい、魅力ある環境
をつくることだと思っています。現場で働いている作業員
には常に声を掛け、助け合いのできるチームづくりをして
います。他職種業者とは積極的にコミュニケーションを図
り、円滑に作業が進むように努めています。
　また、現場担当者とは綿密に打ち合わせを行い、安全に
効率よく作業できるように努めています。
　そして気軽に声を掛け合える、助け合える現場になる
ことで、安全や品質の向上につながるよう努力してまいり
ます。
　これからさらに深刻な人手
不足の問題に対し、次の世代
の人たちに、少しでも魅力を感
じてもらえるような環境を、ダ
イダンマイスターとして作って
いけるよう日々精進してまい
ります。

三好板金工作所
原田 勇氏

マイスターの声

ら減っておらず、原因は基本ルールが守られていないこと
により発生しています。2024年度は『送り出し教育・新規
入場者教育の徹底』を管理項目として追加し管理を強化
いたします。
　ここ２～３年の労働災害発生状況を見ると、現場管理者
を含む『経験年数5年未満』『危険予知不足』による災害
が多くなっています。『危険予知不足』『ルール不遵守』の
低減を目指し、現場における日頃の安全指導、作業員との
コミュニケーションをとり、繰り返し指導が重要であると
考え活動を進めています。ヒヤリハット報告と労働災害発
生との関係を見ると、被災者のヒヤリハット報告の提出率
が低いことが確認できています。経験不足者に対しては、
過去の災害事例や安全衛生遵守事項を活用し、社員およ
び作業員の『ヒヤリハット（活動）の推進』により、リスク
センスの向上と災害削減を目指します。
　長時間労働の削減については、作業所4週8休を推進
し、勤務間インターバル（10時間以上）の取得、計画年休
制度の導入やゴールデンウィーク、夏季休暇、年末年始時に
連続した休暇の取得を進めています。

安全衛生方針
　「安全衛生の確保」は、企業がそこで働く人々と家族や社会に対し果たすべき責務である。
　ダイダンは、国籍、年齢、性別、障がいの有無等にかかわらず、当社に働くすべての人々の「安全」と「健康」を最優先に考え、経営トップの下に全役職
員が価値観を共有し、働きがいと働きやすさを両立できる企業を目指す。

1. 労働災害撲滅を目指して労働安全衛生マネジメントシステムを活用
し、あらゆる活動における危険性、有害性を除去し、労働安全衛生活
動の継続的な改善、向上に努める。

2. 労働安全衛生関係法令、当社の安全衛生管理規程などを遵守し、役
職員の安全衛生水準の向上、ウェルビーイングの推進に積極的に取
り組み、快適で働きがいのある職場づくりを目指す。

3. 多様な働き方と活躍の機会を通じ、ワーク・ライフ・バランスの向上を
図り、健康で豊かな生活を目指す。

4. 協力会社との良好なコミュニケーションを図り、役割を明確にして、
自主的に安全衛生活動の活性化を図る。

5. ダイダンに働くすべての人々に対し、安全衛生方針を周知徹底すると
ともに、一般に公開する。

安全成績
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重点項目

①全社休業災害３件以下
②従業員年間延べ発生人数：時間外労働＋休日労働・
　月8 0 時間超（前年度比5 0％以下）
③健康リスクの低減

① 予防型安全管理の徹底
② 小規模工事安全管理の徹底
③ 「 仮設足場・仮設機材」使用ルールの徹底
④ 労働時間管理の徹底と過重労働防止策の促進
⑤ 健康保持・増進策の実践
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　2024年度は以下をポイントに挙げ、改善に向け全社で取り組んでいます。
　①予防型安全管理の徹底　
　②小規模工事安全管理の徹底
　③送り出し教育・新規入場者教育の徹底
　④労働時間管理の徹底と過重労働防止策の促進
　⑤健康保持・増進策の実践

　当社は、2023年10月2日に千葉県の「（仮称）NRT12新築工
事」作業所において、藤澤会長（当時社長）が安全衛生品質パト
ロールを実施し、施工状況の確認を行いました。
　今回のパトロールでは、全国労働衛生週間にともない、『労働衛
生意識の高揚』、『予防型安全管理の徹底』をテーマに、藤澤会長
自ら現場巡視し指導を行いました。
　藤澤会長の挨拶では、「この現場はとても整っており、ほぼ工程
通りに進みいよいよ試運転に入ってくるとのこと。これまで無事故、
無災害でこられたのも皆さまの努力と職員とのコミュニケーショ
ンがうまく取れているためと思われます。残念ながら会社全体では
労働災害が増えています。今後繁忙度も増してくる中、皆さまには

『基本動作、基本行動の徹底』を是非お願いいたします。昨日良
かったから今日も良い、ということはありません。是非毎日繰り返し
てほしいと思います。この現場を無事故、無災害で終えられるよう
に心からお願い申し上げます。」と作業員、職員に呼びかけました。

工事件名 ： （仮称）NRT12新築工事に伴う空調衛生工事
建物用途 ： データセンター
工　　期 ： 2022年8月～2023年12月

　2024年度の当社の安全衛生管理計画は、「予防型安全管理の
徹底」、「諸口工事安全管理の徹底」、「送り出し教育・新規入場者教
育の徹底」、「労働時間管理の徹底と過重労働防止策の促進」、「健
康保持・増進策の実践」としています。今後も「安全」と「健康」を
確保し、働きがいのある職場づくりに取り組んでまいります。

トップの安全衛生品質パトロールを実施しました

現場巡回する藤澤会長（中央）

巡回後あいさつをする藤澤会長（左から二人目）


